


















































































































































に森林から伐採している木材の炭素量は，陸地合計 149．0 52．8 826．5
大気中に含まれている炭素量に匹敵する
こと。森林があまり破壊されていない時
代には，森林はCO2の吸収体として作用していただろうが，森林破壊がひろがり，枯死した植物
体が増えてきた現在，それらが分解する際に放出するCO2が非常に大きく，森林は，もはやCO2
を吸収しないで，放出している，と主張した。CO2の大気一植物間の交換に関する知識には，未
だ不確定な点が多い。
　CO2の大気一海洋間の交換について，三宅，杉村は太平洋全域での大気と海洋間のCO，の分圧
差を測定し（図4），CO2の交換量を計算した。計算結果は，太平洋については，海洋から大気
へ放出されるCO2は8×10159C／年，大気から海洋に吸収される量は4×10i59C1／年となった。
すなわち，太平洋ではCO2の大気への放出量は，海洋への吸収量の約2倍であり，海洋が大気中
のCO2濃度を制回する力は意外に小さく，海洋
がCO2のシンクであると単純に考えることがで
きないことを示した。また，1979年，コロン
ビア大学のブリーカたちは，海水が大気中の
CO2を吸収する割合は，海の浅いところと，深
いところの海水の混合の割合に関係している。
しかし，実際の海水の混合は活発でなく，CO2
の深海への輸送には限界がある，と主張した。
しかし，このような考え方は，最近，見直され
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4　大気と太平洋のCO2の分圧差。マイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナス記号は海水中の分圧が大気中の
　残念ながら，CO2問題についての我々の知識　　　　　分圧より低いことを示す（単位1『6）。
は不十分である。最近30年間に化石燃料の燃焼によって大気中に放出されたCO2は，30億トンか
ら60億トンへと倍増している。毎年放出されるCO2の約60％が大気中に残留している。しかも，
その残留の割合は最近30年間ほとんど変化していない。熱帯地方を中心にした森林の伐採が大規
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模に進行している現状を考えると，私は，CO2の吸収に果たす海洋の役割に期待している。現在，
我々は，岡山大学環境計測共同利用施設でCO，の大気一海洋間の交換についての基礎的な実験を
行っている。そして，CO2は6月から11月にかけて海中から大気中へ放出されており，12月から
1月を経て5月までは，逆に，大気中から海中に取り込まれていることがわかった。また，海水
中のCO2分圧は大きな日変化や季節変化を示すなど，興味ある知見が得られている。
4．おわりに
　　我々は，健康で，豊かな生活をするために物質文明を発展させ，脱自然の方向に進んできた。
　しかし，．我々にはどうしても脱自然できない点が残っている。それは，人間が生物を食物として
　食べなければならないことと，我々が生きていくために必要な物理的，化学的な環境条件に制限
　があることである。この2つの面のぶつかり合い，矛盾として現在の環境問題が生じている。我
　々は物質文明の路線を当分変更できそうにない。それだけに環境問題を抜本的に解決することは
　難しい。
　　最近，「かんきょう」に掲載された，東京大学の松原望氏の「90年代国際環境戦略の基礎」，
　松野太郎氏の「地球環境の科学とその将来」という小論を読んで，大きな刺激を受けた。
　　…地球環境問題の抜本的解決のためには，自然支配の思想である環境管理，環境経営，環境倫
　理という理性と知恵と勇気が必要…
　　…日本古来の心情である，人間は自然の一部，人間と自然との調和を大事にするというような
　考えをのり越えなければ，私たちの地球環境を守ることができない…
　等々，環境政策は常に，主権者である人間の手によってつくられねばならないという積極的な考
　え方に接し，もやもやしていた霧が晴れるような思いがした。
　　CO2問題の対策は，基本的には，防除対策，防止対策，適応対策の3つである。どれをとって
　も困難な問題ばかりであるが，私はCO2吸収に果たす海洋の役割を解明する仕事を通して，問題
　解決に少しでも貢献したいと思っている。
16
